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　dualenergyCT（以下，DECT）の概
念が報告され始めたのは1970年代終わり
頃であるが，図1に示すように，当初から
しばらくの間はPubMedに報告されてい
るDECTに関する論文数はわずかなもの
であった。この傾向に一石を投じたのは，
2000年代中頃に相次いで発売された
rapidkVswitching方式ならびにdual
sourcedualdetector方式のCT装置で
ある。臨床でのDECT撮影が容易となっ
たことから，以降，DECTに関する論文数

は急激に増加することとなった。2010年
代中頃にはdual layerdetector方式の装
置も投入され，現在ではさまざまな選択
肢が用意されている。
　DECTの利用が広がっている背景には，
装置の充実のみならず，解析アプリケーショ
ンの充実や新たな臨床応用の展開がある
ことにも着目すべきである。本稿では，
DECTに関する現状について，装置や解
析アプリケーションの面から考察し，今後
の展望について述べる。

DECTの撮影方式の進歩
　DECTは，2つのエネルギーのX線で
同一の対象を撮影することで，エネル
ギーごとのX線吸収係数の違いを基に
対象の組成を推定するCT撮影方式で
ある。このことから，撮影対象の同じ部
位を同時に撮影することが望ましい。し
かしこれは，現実的には困難な課題であ
ることから，それぞれのモダリティメー
カーはできるだけ理想に近い撮影ができ
るよう独自の収集方式を開発している1）。
本節でははじめに，これまでに広く利用
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エネルギーが異なる2つのX線を用いるDualEnergyCT（DECT）は，各社が特徴的な技術を開発してお
り，臨床への普及が進んでいます。DECTが登場した当初は，一部の限られた装置や施設でしか施行する
ことができませんでしたが，その後の技術進歩により，今後はルーチン検査として適応が拡大していくこと
が期待されています。そこで，本特集では，DECTの原理や撮影方式，アプリケーションなどをメーカーご
とに整理した上で，日常臨床で施行している施設に，検査の適応から撮影方法，診断に至るまでのノウハ
ウをご報告いただきます。
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